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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが発光領域及び透過領域を有する複数の画素領域を含む下部基板、
　各画素領域の前記発光領域上に位置する発光構造物、
　前記発光構造物上に位置し、前記下部基板の前記透過領域に伸びる部分を有して、前記
下部基板の前記透過領域とともに光が透過する前記透過領域を各画素に形成する、上部基
板、及び
　前記上部基板上に位置し、各画素領域の前記発光領域と前記透過領域とを覆い、お互い
に積み重ねられた上部反射防止層及び上部色感補正層とを含む上部反射防止（ＡＲ）構造
物を
備え、前記上部色感補正層は、青色染料を含む、
　ディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記上部色感補正層の厚さは、前記上部反射防止層の厚さより薄い、
　請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記上部ＡＲ構造物は、前記上部基板に近くに位置する上部接着層をさらに含む、
　請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記上部色感補正層の厚さは、前記上部接着層の厚さより薄い、
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　請求項３に記載のディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記上部色感補正層内の前記青色染料の含量は、０超過かつ１０％以下である、
　請求項３に記載のディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記上部色感補正層内の前記青色染料の含量は、０超過かつ３％以下である、
　請求項５に記載のディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記下部基板上に位置し、下部反射防止層及び下部接着層を含む下部ＡＲ構造物をさら
に含む、
　請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記下部ＡＲ構造物は、前記下部反射防止層と前記下部接着層の間に位置する下部色感
補正層をさらに含み、
　前記下部色感補正層は、青色染料を含む、
　請求項７に記載のディスプレイ装置。
【請求項９】
　それぞれが発光領域と透過領域を含む、複数の画素領域を含む下部基板、
　前記下部基板の上に位置し、前記下部基板の前記透過領域に延びた部分を有し、前記下
部基板の前記透過領域とともに光が透過する前記透過領域を各画素に形成する、上部基板
、
　前記上部基板上に位置する上部反射防止層、及び
　前記上部基板と前記上部反射防止層の間に位置する上部色感補正層であって、前記下部
基板の前記透過領域と前記発光領域とを覆う上部色感補正層を含み、
　前記上部色感補正層は、青色染料を含む、
　ディスプレイ装置。
【請求項１０】
　前記上部色感補正層と前記上部反射防止層の間に位置する上部支持層をさらに含む、
　請求項９に記載のディスプレイ装置。
【請求項１１】
　前記上部色感補正層は、前記上部基板と直接接触し、
　前記上部色感補正層は、接着物質を含む、
　請求項９に記載のディスプレイ装置。
【請求項１２】
　前記下部基板上に位置する下部反射防止層、及び
　前記下部基板と前記下部反射防止層の間に位置する下部接着層をさらに含み、
　前記上部色感補正層の厚さは、前記下部接着層の厚さより厚い、
　請求項１１に記載のディスプレイ装置。
【請求項１３】
　前記上部色感補正層内の前記青色染料の含量は、０超過かつ０．１５％以下である、
　請求項１１に記載のディスプレイ装置。
【請求項１４】
　前記上部色感補正層は、青色顔料をさらに含む、
　請求項９に記載のディスプレイ装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各画素領域が発光領域及び透過領域を含む透明ディスプレイ装置に関するも
のである。
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【背景技術】
【０００２】
　一般に、モニター、ＴＶ、ノートブック型パソコン、デジタルカメラなどの電子装置は
、映像を具現するためのディスプレイ装置を含む。例えば、前記ディスプレイ装置は、液
晶表示装置又は有機発光表示装置を含むことができる。
【０００３】
　前記ディスプレイ装置は、画素領域を含むことができる。隣接した画素領域は、互いに
異なる色を示すことができる。例えば、前記ディスプレイ装置の各画素領域は、青色を示
す青色画素領域、赤色を示す赤色画素領域、緑色を示す緑色画素領域及び白色を示す白色
画素領域を含むことができる。
【０００４】
　前記ディスプレイ装置は、透明であってもよい。例えば、前記ディスプレイ装置の各画
素領域は、外光を透過する透過領域をさらに含むことができる。前記透過領域は、該当画
素領域の発光領域に平行に位置してもよい。例えば、隣接した画素領域の透過領域は、互
いに連結できる。
【０００５】
　しかし、前記発光領域の動作のための導電層の間を絶縁するための絶縁膜が前記透過領
域上にも積層されるので、前記ディスプレイ装置は、前記透過領域が前記積層された絶縁
膜によって黄色っぽい色を帯びる。すなわち、前記ディスプレイ装置は、前記透過領域上
に積層された絶縁膜によって透明性が低下する問題点がある。また、前記ディスプレイ装
置は、下部基板及び／又は上部基板上に青色染料を含む青色コーティング層を形成するこ
とで、前記積層された絶縁膜によって変化した色感を補正することができるが、前記青色
コーティング層によって透過率が低下する問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、透過領域上に積層された絶縁膜による透明性低下を
防止することができるディスプレイ装置を提供することである。
【０００７】
　本発明が解決しようとする他の課題は、透過率の低下なしで、透過領域上に積層された
絶縁膜によって変化した色感を補正することができるディスプレイ装置を提供することで
ある。
【０００８】
　本発明が解決しようとする課題は、前述した課題に限定されない。ここで言及しない課
題は、下記の記載から通常の技術者が明らかに理解可能であろう。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記解決しようとする課題を達成するための本発明の技術的思想によるディスプレイ装
置は、下部基板を含む。下部基板は、発光領域及び透過領域を含む。下部基板の発光領域
上には、発光構造物が位置する。発光構造物上には、上部基板が位置する。上部基板は、
下部基板の透過領域上に伸びる。上部基板上には、上部ＡＲ構造物が位置する。上部ＡＲ
構造物は、上部反射防止層及び上部色感補正層を含む。上部色感補正層は、青色染料を含
む。
【００１０】
　上部色感補正層の厚さは、上部反射防止層の厚さより薄くてもよい。
【００１１】
　上部ＡＲ構造物は、上部基板に近くに位置する上部接着層をさらに含むことができる。
上部色感補正層の厚さは、上部接着層の厚さより薄くてもよい。
【００１２】
　上部色感補正層内の青色染料の含量は、０超過かつ１０％以下であってもよい。
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【００１３】
　上部色感補正層内の青色染料の含量は、０超過かつ３％以下であってもよい。
【００１４】
　下部基板上には、下部ＡＲ構造物が位置してもよい。下部ＡＲ構造物は、下部反射防止
層及び下部接着層を含むことができる。
【００１５】
　下部ＡＲ構造物は、下部色感補正層をさらに含むことができる。下部色感補正層は、下
部反射防止層と下部接着層の間に位置してもよい。下部色感補正層は、青色染料を含むこ
とができる。
【００１６】
　前記解決しようとする他の課題を達成するための本発明の技術的思想によるディスプレ
イ装置は、下部基板及び上部基板を含む。上部基板は、下部基板と対向する。上部基板上
には、上部反射防止層が位置する。上部基板と上部反射防止層の間には、上部色感補正層
が位置する。上部色感補正層は、青色染料を含む。
【００１７】
　上部色感補正層と上部反射防止層の間には、上部支持層が位置してもよい。
【００１８】
　上部色感補正層は、上部基板と直接接触することができる。上部色感補正層は、接着物
質を含むことができる。
【００１９】
　下部基板上には、下部反射防止層が位置してもよい。下部基板と下部反射防止層の間に
は、下部接着層をさらに含むことができる。
【００２０】
　上部色感補正層の厚さは、下部接着層の厚さより厚くてもよい。
【００２１】
　上部色感補正層内の青色染料の含量は、０超過かつ０．１５％以下であってもよい。
【００２２】
　上部色感補正層は、青色顔料をさらに含むことができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の技術的思想によるディスプレイ装置は、上部基板上に上部反射防止層及び上部
色感補正層を含む上部ＡＲ構造物が位置してもよい。前記上部色感補正層は、青色染料を
含むことができる。したがって、本発明の技術的思想によるディスプレイ装置では、透過
領域上に積層された絶縁膜による色感を補正し、透過率の低下を防止することができる。
よって、本発明の技術的思想によるディスプレイ装置は、透過率の低下なしで、透明性を
向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施例によるディスプレイ装置を概略的に示した図である。
【図２】図１のＰ領域を拡大した図である。
【図３】本発明の他の実施例によるディスプレイ装置を示した図である。
【図４】本発明の他の実施例によるディスプレイ装置を示した図である。
【図５】本発明の他の実施例によるディスプレイ装置を示した図である。
【図６】本発明の他の実施例によるディスプレイ装置を示した図である。
【図７】本発明の他の実施例によるディスプレイ装置を示した図である。
【図８】本発明の他の実施例によるディスプレイ装置を示した図である。
【図９】本発明の他の実施例によるディスプレイ装置を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の前記目的と技術的構成及びこれによる作用効果についての詳細な事項は、本発
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明の実施例を示している添付図面に基づく以下の詳細な説明からより明らかに理解可能で
あろう。ここで、本発明の実施例は、当業者に本発明の技術的思想が充分に伝達できるよ
うにするために提供するものなので、本発明は、以下に説明する実施例に限定されず、他
の形態に具体化することができる。
【００２６】
　また、明細書全般にわたって同じ参照符号で表示した部分は、同じ構成要素を意味し、
図面において層又は領域の長さと厚さは、便宜上誇張して表現され得る。その上、第１構
成要素が第２構成要素“上”にあると記載する場合、前記第１構成要素が前記第２構成要
素と直接接触する上側に位置する場合だけではなく、前記第１構成要素と前記第２構成要
素の間に第３構成要素が位置する場合も含む。
【００２７】
　ここで、前記第１、第２などの用語は多様な構成要素を説明するためのもので、一つの
構成要素を他の構成要素から区別する目的で使う。ただ、本発明の技術的思想を逸脱しな
い範囲内で第１構成要素と第２構成要素は、当業者の便宜によって任意に名付けることが
できる。
【００２８】
　本発明の明細書で使用する用語は、ただ特定の実施例を説明するために使うもので、本
発明を限定しようとする意図ではない。例えば、単数で表現した構成要素は、文脈上明白
に単数のみを意味しない限り、複数の構成要素も含む。また、本発明の明細書で、“含む
”又は“有する”などの用語は、明細書上に記載した特徴、数字、段階、動作、構成要素
、部品又はこれらの組合せが存在することを指示しようとするもので、一つ又はそれ以上
の他の特徴、数字、段階、動作、構成要素、部品又はこれらの組合せなどの存在又は付加
の可能性を予め排除しないものとして理解しなければならない。
【００２９】
　その上、特に他に定義しない限り、技術的又は科学的な用語を含めてここで使う全ての
用語は、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者によって一般的に理解されるも
のと同じ意味がある。一般的に使われる辞書に定義されているような用語は、関連技術の
文脈上で有する意味と一致する意味があるものとして解釈しなければならなく、本発明の
明細書で明らかに定義しない限り、理想的であるとか過度に形式的な意味に解釈されない
。
【００３０】
［実施例］
　図１は、本発明の実施例によるディスプレイ装置を概略的に示した図である。図２は、
図１のＰ領域を拡大した図である。
【００３１】
　図１及び図２を参照すると、本発明の実施例によるディスプレイ装置は、下部基板１０
０、薄膜トランジスタ２００、発光構造物５００、上部基板７００及び上部ＡＲ構造物９
０１を含むことができる。
【００３２】
　前記下部基板１００は、前記薄膜トランジスタ２００及び前記発光構造物５００を支持
することができる。前記下部基板１００は、絶縁性物質を含むことができる。前記下部基
板１００は、透明な物質を含むことができる。例えば、前記下部基板１００は、ガラス又
はプラスチックを含むことができる。
【００３３】
　前記下部基板１００は、画素領域ＰＡを含むことができる。各画素領域ＰＡは、特定の
色を現すことができる。隣接した画素領域ＰＡは、互いに異なる色を現すことができる。
例えば、前記下部基板１００は、青色を示す青色画素領域ＰＡ、赤色を示す赤色画素領域
ＰＡ、緑色を示す緑色画素領域ＰＡ及び白色を示す白色画素領域ＰＡを含むことができる
。
【００３４】
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　各画素領域ＰＡは、発光領域ＥＡ及び透過領域ＴＡを含むことができる。例えば、本発
明の実施例によるディスプレイ装置は、透明なディスプレイ装置であってもよい。
【００３５】
　前記薄膜トランジスタ２００は、前記下部基板１００の前記発光領域ＥＡ上に位置して
もよい。例えば、前記薄膜トランジスタ２００は、半導体パターン２１０、ゲート絶縁膜
２２０、ゲート電極２３０、層間絶縁膜２４０、ソース電極２５０及びドレイン電極２６
０を含むことができる。
【００３６】
　前記半導体パターン２１０は、前記下部基板１００に近くに位置してもよい。前記半導
体パターン２１０は、半導体物質を含むことができる。例えば、前記半導体パターン２１
０は、非晶質シリコン又は多結晶シリコンを含むことができる。前記半導体パターン２１
０は、酸化物半導体物質を含むことができる。例えば、前記半導体パターン２１０は、Ｉ
ＧＺＯを含むことができる。
【００３７】
　前記半導体パターン２１０は、ソース領域、ドレイン領域及びチャネル領域を含むこと
ができる。前記チャネル領域は、前記ソース領域と前記ドレイン領域の間に位置してもよ
い。前記チャネル領域の伝導率（ｃｏｎｄｕｃｉｔｉｖｉｔｙ）は、前記ソース領域の伝
導率及び前記ドレイン領域の伝導率より低くてもよい。例えば、前記ソース領域及び前記
ドレイン領域は、導電型不純物を含むことができる。
【００３８】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、下部基板１００と薄膜トランジスタ２００
の半導体パターン２１０が直接接触するものとして説明される。しかし、本発明の他の実
施例によるディスプレイ装置は、下部基板１００と薄膜トランジスタ２００の間に位置す
るバッファー絶縁膜をさらに含むことができる。前記バッファー絶縁膜は、絶縁性物質を
含むことができる。例えば、前記バッファー絶縁膜は、シリコン酸化物を含むことができ
る。
【００３９】
　前記ゲート絶縁膜２２０は、前記半導体パターン２１０上に位置してもよい。前記ゲー
ト絶縁膜２２０は、絶縁性物質を含むことができる。例えば、前記ゲート絶縁膜２２０は
、シリコン酸化物及び／又はシリコン窒化物を含むことができる。前記ゲート絶縁膜２２
０は、Ｈｉｇｈ－Ｋ物質を含むことができる。例えば、前記ゲート絶縁膜２２０は、ハフ
ニウム酸化物（ＨｆＯ）又はチタン酸化物（ＴｉＯ）を含むことができる。前記ゲート絶
縁膜２２０は、多層構造であってもよい。
【００４０】
　前記ゲート電極２３０は、前記ゲート絶縁膜２２０上に位置してもよい。前記ゲート電
極２３０は、前記半導体パターン２１０の前記チャネル領域と重畳してもよい。前記ゲー
ト電極２３０は、前記ゲート絶縁膜２２０によって前記半導体パターン２１０から絶縁で
きる。例えば、前記ゲート絶縁膜２２０は、前記ゲート電極２３０の側面と連続する側面
を含むことができる。前記ゲート電極２３０の側面は、前記ゲート絶縁膜２２０の側面と
一緒に垂直に整列できる。
【００４１】
　前記ゲート電極２３０は、導電性物質を含むことができる。例えば、前記ゲート電極２
３０は、アルミニウム（Ａｌ）、クロム（Ｃｒ）、モリブデン（Ｍｏ）、タングステン（
Ｗ）のような金属を含むことができる。前記ゲート電極２３０は、多層構造であってもよ
い。
【００４２】
　前記層間絶縁膜２４０は、前記半導体パターン２１０及び前記ゲート電極２３０上に位
置してもよい。前記層間絶縁膜２４０は、前記半導体パターン２１０の外側に伸びること
ができる。前記ゲート電極２３０及び前記半導体パターン２１０は、前記層間絶縁膜２４
０によって覆われることができる。例えば、前記層間絶縁膜２４０は、前記下部基板１０
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０の前記透過領域ＴＡ上に伸びることができる。
【００４３】
　前記層間絶縁膜２４０は、絶縁性物質を含むことができる。例えば、前記層間絶縁膜２
４０は、シリコン酸化物を含むことができる。
【００４４】
　前記ソース電極２５０及び前記ドレイン電極２６０は、前記層間絶縁膜２４０上に位置
してもよい。前記ソース電極２５０は、前記半導体パターン２１０の前記ソース領域と電
気的に連結できる。前記ドレイン電極２６０は、前記半導体パターン２１０の前記ドレイ
ン領域と電気的に連結できる。例えば、前記層間絶縁膜２４０は、前記半導体パターン２
１０の前記ソース領域を露出するコンタクトホール及び前記ドレイン領域を露出するコン
タクトホールを含むことができる。前記ドレイン電極２６０は、前記ソース電極２５０か
ら離隔してもよい。
【００４５】
　前記ソース電極２５０及び前記ドレイン電極２６０は、導電性物質を含むことができる
。例えば、前記ソース電極２５０及び前記ドレイン電極２６０は、アルミニウム（Ａｌ）
、クロム（Ｃｒ）、モリブデン（Ｍｏ）、タングステン（Ｗ）などの金属を含むことがで
きる。前記ドレイン電極２６０は、前記ソース電極２５０と同じ物質を含むことができる
。前記ソース電極２５０は、多層構造であってもよい。例えば、前記ソース電極２５０は
、下部ソース電極２５１及び前記下部ソース電極２５１上に位置する上部ソース電極２５
２を含むことができる。前記ドレイン電極２６０の構造は、前記ソース電極２５０の構造
と同一であってもよい。例えば、前記ドレイン電極２６０は、下部ドレイン電極２６１及
び前記下部ドレイン電極２６１上に位置する上部ドレイン電極２６２を含むことができる
。
【００４６】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、薄膜トランジスタ２００がゲート電極２３
０とソース電極２５０及びドレイン電極２６０の間に位置する層間絶縁膜２４０を含むも
のとして説明される。しかし、本発明の他の実施例によるディスプレイ装置は、ゲート電
極２３０とソース電極２５０及びドレイン電極２６０の間に半導体パターン２１０が位置
する薄膜トランジスタ２００を含むことができる。
【００４７】
　本発明の実施例による有機発光表示装置は、薄膜トランジスタ２００上に位置する下部
保護膜１３０をさらに含むことができる。前記下部保護膜１３０は、外部の水分及び水素
などが薄膜トランジスタ２００に浸透することを防止することができる。前記薄膜トラン
ジスタ２００は、前記下部保護膜１３０によって覆われることができる。前記下部保護膜
１３０は、前記下部基板１００の前記透過領域ＴＡ上に伸びることができる。例えば、前
記下部保護膜１３０は、前記下部基板１００の前記透過領域ＴＡ上で前記層間絶縁膜２４
０と直接接触することができる。前記下部保護膜１３０は、絶縁性物質を含むことができ
る。例えば、前記下部保護膜１３０は、シリコン酸化物及び／又はシリコン窒化物を含む
ことができる。
【００４８】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、電圧降下による輝度不均一を防止するため
に、補助電極３１０をさらに含むことができる。前記補助電極３１０は、前記下部基板１
００の前記発光領域ＥＡ上に位置してもよい。例えば、前記補助電極３１０は、前記薄膜
トランジスタ２００上に位置してもよい。前記補助電極３１０は、導電性物質を含むこと
ができる。例えば、前記補助電極３１０は、銅（Ｃｕ）、モリブデン（Ｍｏ）、チタン（
Ｔｉ）、アルミニウム（Ａｌ）、タングステン（Ｗ）などの金属を含むことができる。前
記補助電極３１０は、多層構造であってもよい。例えば、前記補助電極３１０は、下部補
助電極３１１及び前記下部補助電極３１１上に位置する上部補助電極３１２を含むことが
できる。
【００４９】
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　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、下部保護膜１３０と補助電極３１０の間に
位置する下部オーバーコート層１４０をさらに含むことができる。前記下部オーバーコー
ト層１４０は、前記薄膜トランジスタ２００による段差を除去することができる。例えば
、前記下部基板１００と対向する前記下部オーバーコート層１４０の上面は、平面（ｆｌ
ａｔ　ｓｕｒｆａｃｅ）であってもよい。前記下部オーバーコート層１４０の前記上面は
、前記下部基板１００の表面と平行であってもよい。前記下部オーバーコート層１４０は
、前記下部基板１００の前記透過領域ＴＡ上に伸びることができる。前記下部オーバーコ
ート層１４０は、絶縁性物質を含むことができる。例えば、前記下部オーバーコート層１
４０は、有機絶縁物質を含むことができる。
【００５０】
　本発明の実施例による有機発光表示装置は、補助電極３１０上に位置する補助クラッド
層４１０をさらに含むことができる。前記補助クラッド層４１０は、後続工程による前記
補助電極３１０の損傷を防止することができる。例えば、前記補助電極３１０は、前記補
助クラッド層４１０によって覆われることができる。前記補助クラッド層４１０は、導電
性物質を含むことができる。前記補助クラッド層４１０は、反応性の低い物質を含むこと
ができる。例えば、前記補助クラッド層４１０は、ＩＴＯなどの透明導電性物質を含むこ
とができる。
【００５１】
　前記発光構造物５００は、前記補助クラッド層４１０上に位置してもよい。前記発光構
造物５００は、特定の色を示す光を生成することができる。例えば、前記発光構造物５０
０は、順に積層された下部発光電極５１０、発光層５２０及び上部発光電極５３０を含む
ことができる。
【００５２】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、補助クラッド層４１０と発光構造物５００
の間に位置する上部オーバーコート層１５０をさらに含むことができる。前記上部オーバ
ーコート層１５０は、前記補助電極３１０による段差を除去することができる。例えば、
前記下部基板１００と対向する前記上部オーバーコート層１５０の上面は、平面であって
もよい。前記上部オーバーコート層１５０の前記上面は、前記下部オーバーコート層１４
０の前記上面と平行であってもよい。前記上部オーバーコート層１５０は、前記下部基板
１００の前記透過領域ＴＡ上に伸びることができる。前記上部オーバーコート層１５０は
、絶縁性物質を含むことができる。例えば、前記上部オーバーコート層１５０は、有機絶
縁物質を含むことができる。前記上部オーバーコート層１５０は、前記下部オーバーコー
ト層１４０とは違う物質を含むことができる。
【００５３】
　前記発光構造物５００は、前記薄膜トランジスタ２００によって制御できる。例えば、
前記発光構造物５００の前記下部発光電極５１０は、前記薄膜トランジスタ２００の前記
ドレイン電極２６０と電気的に連結できる。前記上部オーバーコート層１５０は、前記下
部発光電極５１０が通過する上部貫通ホール１５１ｈを含むことができる。前記下部オー
バーコート層１４０は、前記薄膜トランジスタ２００の前記ドレイン電極２６０と重畳す
る下部貫通ホール１４０ｈを含むことができる。前記下部保護膜１３０は、前記下部貫通
ホール１４０ｈと重畳するコンタクトホールを含むことができる。
【００５４】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、下部オーバーコート層１４０と上部オーバ
ーコート層１５０の間に位置する連結電極３２０をさらに含むことができる。前記連結電
極３２０は、前記発光構造物５００の前記下部発光電極５１０を前記薄膜トランジスタ２
００の前記ドレイン電極２６０と連結することができる。前記下部貫通ホール１４０ｈ及
び前記上部貫通ホール１５１ｈは、前記連結電極３２０と重畳してもよい。前記下部発光
電極５１０は、前記上部貫通ホール１５１ｈを通じて前記連結電極３２０と連結できる。
前記連結電極３２０は、前記下部貫通ホール１４０ｈを通じて前記ドレイン電極２６０と
連結できる。前記上部貫通ホール１５１ｈは、前記下部貫通ホール１４０ｈから離隔して
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もよい。前記連結電極３２０は、導電性物質を含むことができる。例えば、前記連結電極
３２０は、銅（Ｃｕ）、モリブデン（Ｍｏ）、チタン（Ｔｉ）、アルミニウム（Ａｌ）、
タングステン（Ｗ）などの金属を含むことができる。前記連結電極３２０は、前記補助電
極３１０と同じ物質を含むことができる。前記連結電極３２０は、多層構造であってもよ
い。例えば、前記連結電極３２０の構造は、前記補助電極３１０の構造と同一であっても
よい。前記連結電極３２０は、下部連結電極３２１及び前記下部連結電極３２１上に位置
する上部連結電極３２２を含むことができる。
【００５５】
　本発明の実施例による有機発光表示装置は、連結電極３２０と上部オーバーコート層１
５０の間に位置する連結クラッド層４２０をさらに含むことができる。前記連結クラッド
層４２０は、前記連結電極３２０を覆うことができる。前記連結クラッド層４２０は、導
電性物質を含むことができる。例えば、前記連結クラッド層４２０は、前記補助電極３１
０と同じ物質を含むことができる。前記連結クラッド層４２０は、ＩＴＯのような透明導
電性物質を含むことができる。
【００５６】
　前記下部発光電極５１０は、導電性物質を含むことができる。前記下部発光電極５１０
は、反射率の高い物質を含むことができる。例えば、前記下部発光電極５１０は、アルミ
ニウム（Ａｌ）及び銀（Ａｇ）のような金属を含むことができる。前記下部発光電極５１
０は、多層構造であってもよい。例えば、前記下部発光電極５１０は、ＩＴＯなどの透明
導電性物質を含む透明電極の間に反射率の高い物質を含む反射電極が位置する構造であっ
てもよい。
【００５７】
　前記発光層５２０は、前記下部発光電極５１０と前記上部発光電極５３０間の電圧差に
対応する輝度の光を生成することができる。例えば、前記発光層５２０は、発光物質を含
む発光物質層（Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｌａｙｅｒ：ＥＭＬ）を含むこと
ができる。前記発光物質は、有機発光物質、無機発光物質又はハイブリッド発光物質を含
むことができる。例えば、本発明の実施例によるディスプレイ装置は、有機発光物質の発
光層５２０を含む有機発光表示装置であってもよい。
【００５８】
　前記発光層５２０は、多層構造であってもよい。例えば、前記発光層５２０は、正孔注
入層（Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ：ＨＩＬ）、正孔輸送層（Ｈｏｌｅ　
Ｔｒａｎｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ：ＨＴＬ）、電子輸送層（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｔｒａｎｓ
ｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ：ＥＴＬ）及び電子注入層（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏ
ｎ　Ｌａｙｅｒ：ＥＩＬ）の少なくとも一つをさらに含むことができる。
【００５９】
　前記上部発光電極５３０は、導電性物質を含むことができる。前記上部発光電極５３０
は、前記下部発光電極５１０とは違う物質を含むことができる。例えば、前記上部発光電
極５３０は、透明電極であってもよい。よって、本発明の実施例による有機発光表示装置
は、前記発光層５２０によって生成された光が前記上部発光電極５３０を介して放出でき
る。
【００６０】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、隣接した画素領域ＰＡ上に位置する発光構
造物５００の間を絶縁するためのバンク絶縁膜１６０をさらに含むことができる。例えば
、前記バンク絶縁膜１６０は、各発光構造物５００の下部発光電極５１０の縁部を覆うこ
とができる。前記バンク絶縁膜１６０は、前記下部基板１００の前記透過領域ＴＡ上に伸
びることができる。前記発光層５２０及び前記上部発光電極５３０は、前記バンク絶縁膜
１６０によって露出された前記下部発光電極５１０の表面上に積層できる。前記バンク絶
縁膜１６０は、絶縁性物質を含むことができる。例えば、前記バンク絶縁膜１６０は、ベ
ンゾシクロブテン（ＢＣＢ）、ポリイミド（ｐｏｌｙｉｍｉｄｅ）又はフォトアクリル（
ｐｈｏｔｏ－ａｃｒｙｌ）などの有機絶縁物質を含むことができる。前記下部オーバーコ
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ート層１４０及び前記上部オーバーコート層１５０は、前記バンク絶縁膜１６０と違う物
質を含むことができる。
【００６１】
　前記発光層５２０及び前記上部発光電極５３０は、前記バンク絶縁膜１６０上に伸びる
ことができる。例えば、前記発光層５２０及び前記上部発光電極５３０は、前記下部基板
１００の前記透過領域ＴＡ上に伸びることができる。前記上部発光電極５３０は、前記補
助電極３１０と電気的に連結できる。したがって、本発明の実施例によるディスプレイ装
置では、補助電極３１０によって上部発光電極５３０の電圧降下による輝度不均一を防止
することができる。
【００６２】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、上部発光電極５３０が補助電極３１０と電
気的に連結できる空間を備えるための隔壁６００をさらに含むことができる。例えば、前
記発光層５２０の一部領域は、前記隔壁６００によって他の領域から分離できる。前記上
部発光電極５３０は、前記隔壁６００によって前記発光層５２０の分離された領域間の空
間を通じて前記補助電極３１０と電気的に連結できる。前記隔壁６００の垂直長は、前記
バンク絶縁膜１６０の垂直厚さより大きくてもよい。例えば、前記隔壁６００は、下部隔
壁６１０及び前記下部隔壁６１０上に位置する上部隔壁６２０を含むことができる。前記
下部隔壁６１０及び前記上部隔壁６２０は、絶縁性物質を含むことができる。例えば、前
記下部隔壁６１０は、前記バンク絶縁膜１６０と同じ物質を含むことができる。前記上部
隔壁６２０は、前記下部隔壁６１０と違う物質を含むことができる。例えば、前記上部隔
壁６２０は、シリコン酸化物及び／又はシリコン窒化物を含むことができる。
【００６３】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、補助電極３１０とバンク絶縁膜１６０の間
に位置する中間電極５５０をさらに含むことができる。前記中間電極５５０は、前記補助
電極３１０と連結できる。例えば、前記上部オーバーコート層１５０は、前記補助電極３
１０の一部領域を露出する上部貫通ホール１５２ｈを含むことができる。前記隔壁６００
は、前記中間電極５５０と重畳してもよい。例えば、前記発光層５２０は、前記隔壁６０
０によって前記中間電極５５０の一部領域を露出することができる。前記バンク絶縁膜１
６０は、前記中間電極５５０の縁部を覆うことができる。前記隔壁６００は、前記バンク
絶縁膜１６０の間に位置してもよい。前記上部発光電極５３０は、前記隔壁６００によっ
て前記発光層５２０が形成されなかった前記中間電極５５０の一部領域と接触することが
できる。前記上部発光電極５３０は、前記中間電極５５０を介して前記補助電極３１０と
電気的に連結できる。前記中間電極５５０は、導電性物質を含むことができる。例えば、
前記中間電極５５０は、前記下部発光電極５１０と同じ物質を含むことができる。前記中
間電極５５０は、多層構造であってもよい。例えば、前記中間電極５５０の構造は、前記
下部発光電極５１０の構造と同一であってもよい。
【００６４】
　前記上部基板７００は、前記下部基板１００と対向することができる。例えば、前記上
部基板７００は、前記発光構造物５００上に位置してもよい。前記上部基板７００は、前
記下部基板１００の前記透過領域ＴＡ上に伸びることができる。前記下部基板１００の前
記発光領域ＥＡ及び前記透過領域ＴＡは、前記上部基板７００と重畳してもよい。
【００６５】
　前記上部基板７００は、絶縁性物質を含むことができる。前記上部基板７００は、透明
な物質を含むことができる。例えば、前記上部基板７００は、ガラス又はプラスチックを
含むことができる。前記上部基板７００は、前記下部基板１００と同じ物質を含むことが
できる。
【００６６】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、各画素領域の発光構造物５００が同じ色を
具現することができる。例えば、各画素領域の発光構造物５００は、白色発光層５２０を
含むことができる。本発明の実施例によるディスプレイ装置は、上部基板７００上に位置
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するブラックマトリックス７１０及びカラーフィルター７２０をさらに含むことができる
。したがって、本発明の実施例によるディスプレイ装置は、同じ色を具現する発光構造物
５００が位置する各画素領域が互いに異なる色を現すことができる。前記ブラックマトリ
ックス７１０は、前記バンク絶縁膜１６０と重畳してもよい。前記カラーフィルター７２
０は、前記ブラックマトリックス７１０の間に位置してもよい。例えば、前記カラーフィ
ルター７２０は、前記バンク絶縁膜１６０によって露出された前記下部発光電極５１０の
一部領域と重畳してもよい。
【００６７】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、下部基板１００と上部基板７００の間を満
たす充填材８００をさらに含むことができる。前記充填材８００は、外部衝撃による前記
発光構造物５００の損傷を防止することができる。例えば、前記充填材８００は、前記発
光構造物５００と前記ブラックマトリックス７１０及び前記カラーフィルター７２０の間
に伸びることができる。前記充填材８００は、前記下部基板１００の前記透過領域ＴＡ上
に伸びることができる。
【００６８】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、発光構造物５００が充填材８００と直接接
触するものとして説明される。しかし、本発明の他の実施例によるディスプレイ装置は、
発光構造物５００と充填材８００の間に位置する上部保護膜をさらに含むことができる。
前記上部保護膜は、外部の水分などが前記発光構造物５００に浸透することを防止するこ
とができる。前記上部保護膜は、多層構造であってもよい。例えば、前記上部保護膜は、
無機物質を含む無機膜及び有機物質を含む有機膜が積層された構造であってもよい。
【００６９】
　前記上部ＡＲ構造物９０１は、前記上部基板７００上に位置してもよい。例えば、前記
上部ＡＲ構造物９０１は、前記上部基板７００の外側表面上に位置してもよい。前記上部
ＡＲ構造物９０１は、上部接着層９１１、上部反射防止構造物９２１及び上部色感補正層
９３１を含むことができる。
【００７０】
　前記上部接着層９１１は、前記上部基板７００に近くに位置してもよい。前記上部接着
層９１１は、接着物質を含むことができる。例えば、前記上部接着層９１１は、前記上部
基板７００と直接接触することができる。前記上部ＡＲ構造物９０１は、前記上部接着層
９１１によって前記上部基板７００上に付着することができる。
【００７１】
　前記上部反射防止構造物９２１は、外部光の反射を防止することができる。例えば、前
記上部反射防止構造物９２１は、順に積層された上部支持層９２１ａ、上部反射防止層９
２１ｂ及び上部ハードコーティング層９２１ｃを含むことができる。前記上部支持層９２
１ａは、前記上部反射防止層９２１ｂを支持することができる。例えば、前記上部支持層
９２１ａは、ＰＥＴ（Ｐｏｌｙ－Ｅｔｈｙｌｅｎｅ　Ｔｅｒｅｐｔｈａｌａｔｅ）又はＴ
ＡＣ（Ｔｒｉ－Ａｃｅｔａｔｅ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ）を含むことができる。前記上部反
射防止層９２１ｂは、偏光物質を含むことができる。例えば、前記上部反射防止層９２１
ｂは、１／４位相遅延板を含むことができる。前記ハードコーティング層９２１ｃは、前
記上部反射防止層９２１ｂの損傷を防止することができる。
【００７２】
　前記上部色感補正層９３１は、前記透過領域ＴＡ上に積層された絶縁膜２４０、下部保
護膜１３０、下部オーバーコート層１４０、上部オーバーコート層１５０、バンク絶縁膜
１６０によって変化した色感を補正することができる。例えば、前記上部色感補正層９３
１は、前記上部接着層９１１と前記上部反射防止構造物９２１の間に位置してもよい。前
記上部色感補正層９３１は、前記上部接着層９１１及び前記上部支持層９２１ａと直接接
触することができる。前記上部色感補正層９３１は、前記透過領域ＴＡ上に積層された絶
縁膜２４０、下部保護膜１３０、下部オーバーコート層１４０、上部オーバーコート層１
５０、バンク絶縁膜１６０によって具現される色と補色関係の染料を含むことができる。
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例えば、前記上部色感補正層９３１は、青色染料を含むことができる。
【００７３】
　表１は、本発明の実施例によるディスプレイ装置において、上部色感補正層９３１内の
青色染料の含量による透過領域ＴＡの透過率変化ΔＴ及び色感を示した表である。ここで
、ｂ＊の値は、透過領域ＴＡの色感を示す数値である。例えば、ｂ＊の値が（＋）方向に
大きくなるほど黄色の色感が増加することを意味する。また、ｂ＊の値が（－）方向に大
きくなるほど青色の色感が増加することを意味する。
【００７４】
【表１】

【００７５】
　表１を参照すると、上部色感補正層９３１内の青色染料の含量が０％の状態で透過領域
ＴＡの透過率は、上部反射防止構造物９２１の屈折率によって向上することができるが、
前記透過領域ＴＡが黄色を現すことができる。前記上部色感補正層９３１内の青色染料の
含量が増加すれば、前記透過領域ＴＡの黄色が徐々に薄くなるが、前記透過領域ＴＡの透
過率も低下し得る。前記透過領域ＴＡの透過率は、前記上部色感補正層９３１内の青色染
料の含量が０超過かつ１０％以下の区間で含量当たり０．３～０．４％ずつ低下するが、
前記上部色感補正層９３１内の青色染料の含量が１０％～１５％の区間で含量当たり０．
７％ずつ低下する。また、前記透過領域ＴＡは、前記上部色感補正層９３１内の青色染料
の含量が１０％以上であれば、青色を現すことができる。
【００７６】
　よって、本発明の実施例によるディスプレイ装置は、上部基板７００上に位置する上部
ＡＲ構造物９０１が上部反射防止層９２１ｂ及び上部色感補正層９３１を含むとともに前
記上部色感補正層９３１内の青色染料の含量を０超過かつ１０％以下に調節することで、
透過領域ＴＡの透過率を低下せず、前記透過領域ＴＡの透明性を向上させることができる
。
【００７７】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置において、前記上部色感補正層９３１の厚さは
、高透過率のために相対的に薄くてもよい。例えば、前記上部色感補正層９３１の厚さは
、前記上部接着層９１１の厚さ及び前記上部反射防止構造物９２１の厚さより薄くてもよ
い。前記上部色感補正層９３１は、前記上部反射防止層９２１ｂより薄くてもよい。例え
ば、前記上部色感補正層９３１は、１μｍ程度の厚さを有してもよい。
【００７８】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、上部色感補正層９３１が青色染料を含むも
のとして説明される。しかし、本発明の他の実施例によるディスプレイ装置は、上部色感
補正層９３１が青色顔料を含むことができる。若しくは、本発明の他の実施例によるディ
スプレイ装置では、上部色感補正層９３１が青色染料及び青色顔料の両者を含むことがで
きる。
【００７９】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、上部色感補正層９３１が上部接着層９１１
と上部反射防止構造物９２１の間に位置するものとして説明される。しかし、本発明の他
の実施例によるディスプレイ装置は、上部色感補正層９３１が上部反射防止構造物９２１
内に位置してもよい。例えば、本発明の他の実施例によるディスプレイ装置は、図３に示
したように、上部支持層９２１ａと上部反射防止層９２１ｂの間に位置する上部色感補正
層９３１を含むことができる。若しくは、本発明の他の実施例によるディスプレイ装置は
、図４に示したように、上部色感補正層９３１が上部反射防止層９２１ｂと上部ハードコ
ーティング層９２１ｃの間に位置してもよい。よって、本発明の他の実施例によるディス
プレイ装置では、上部色感補正層９３１の位置が工程便宜によって決定できる。よって、
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本発明の他の実施例によるディスプレイ装置では、透過領域ＴＡの透明性が効果的に向上
することができる。
【００８０】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、上部基板７００上にだけ上部ＡＲ構造物９
０１が位置するものとしてに説明される。しかし、図５に示したように、本発明の他の実
施例によるディスプレイ装置は、下部基板１００上に位置する下部ＡＲ構造物９０２を含
むことができる。前記下部ＡＲ構造物９０２は、前記下部基板１００の外側表面上に位置
してもよい。例えば、前記下部ＡＲ構造物９０２は、下部接着層９１２及び下部反射防止
構造物９２２を含むことができる。前記下部反射防止構造物９２２の構造は、前記上部反
射防止構造物９２１の構造と同一であってもよい。したがって、本発明の他の実施例によ
るディスプレイ装置では、透過領域ＴＡの透過率低下が効果的に防止されるとともに前記
透過領域ＴＡの透明性が向上することができる。
【００８１】
　本発明の他の実施例によるディスプレイ装置は、下部基板１００上に位置する下部ＡＲ
構造物９０２が下部接着層９１２及び下部反射防止構造物９２２を含むものとして説明さ
れる。しかし、図６に示したように、本発明のさらに他の実施例によるディスプレイ装置
は、下部ＡＲ構造物９０２が下部接着層９１２と下部反射防止構造物９２２の間に位置す
る下部色感補正層９３２をさらに含むことができる。前記下部色感補正層９３２は、上部
ＡＲ構造物９０１の上部色感補正層９３１と同一であってもよい。例えば、前記下部色感
補正層９３２は、青色染料を含むことができる。前記下部色感補正層９３２内の青色染料
の含量は、０超過かつ１０％以下であってもよい。例えば、前記下部色感補正層９３２内
の青色染料の含量は、前記上部色感補正層９３１内の青色染料の含量と同一であってもよ
い。前記下部色感補正層９３２の厚さは、前記上部色感補正層９３１の厚さと同一であっ
てもよい。例えば、前記下部色感補正層９３２の厚さは、約１μｍであってもよい。した
がって、本発明のさらに他の実施例によるディスプレイ装置では、透過領域ＴＡの透過率
低下が防止され、前記透過領域ＴＡの色感が効率的に補正できる。
【００８２】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、上部接着層９１１と上部反射防止構造物９
２１の間に青色染料を含む上部色感補正層９３１が位置するものとしてに説明される。し
かし、図７に示したように、本発明の他の実施例によるディスプレイ装置は、上部基板７
００と直接接触する上部色感補正層９４１を含むことができる。前記上部色感補正層９４
１は、接着物質を含むことができる。本発明の他の実施例によるディスプレイ装置では、
上部反射防止構造物９２１が前記上部色感補正層９４１によって上部基板７００に付着す
ることができる。ここで、前記上部色感補正層９４１は、十分な接着力のために相対的に
厚くなってもよい。例えば、前記上部色感補正層９４１は、２５０μｍ程度の厚さを有し
てもよい。したがって、本発明の他の実施例によるディスプレイ装置では、透過領域ＴＡ
の色感が効果的に補正できる。
【００８３】
　本発明の他の実施例によるディスプレイ装置は、上部基板７００と直接接触する上部色
感補正層９４１のみを含むものとして説明される。しかし、図８に示したように、本発明
のさらに他の実施例によるディスプレイ装置は、下部基板１００上に位置する下部ＡＲ構
造物９０２をさらに含むことができる。前記下部ＡＲ構造物９０２は、下部接着層９１２
及び下部反射防止構造物９２２を含むことができる。前記下部接着層９１２は、染料を含
まなくてもよい。例えば、前記下部接着層９１２の厚さは、前記上部色感補正層９４１の
厚さより薄くてもよい。
【００８４】
　表２は、図８に示した本発明のさらに他の実施例によるディスプレイ装置において、上
部色感補正層９４１内の青色染料の含量による透過領域ＴＡの透過率変化Ｔ及び色感を示
した表である。
【００８５】
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【表２】

【００８６】
　表２を参照すると、上部色感補正層９４１内の青色染料の含量が０超過かつ０．１５％
以下であれば、透過領域ＴＡの透過率低下が防止できる。したがって、図８に示したよう
に、上部基板７００上に上部ＡＲ構造物９０１が位置し、下部基板１００上に下部ＡＲ構
造物９０２が位置する本発明のさらに他の実施例によるディスプレイ装置では、前記上部
ＡＲ構造物９０１の上部色感補正層９３１内の青色染料の含量を０超過かつ０．１５％以
下に調節することで、透過領域ＴＡの透過率を低下せず、前記透過領域ＴＡの透明性を向
上させることができる。
【００８７】
　図８に示した本発明の他の実施例によるディスプレイ装置は、下部反射防止構造物９２
２が下部接着層９１２によって下部基板１００に付着するものとして説明される。しかし
、図９に示したように、本発明のさらに他の実施例によるディスプレイ装置は、下部ＡＲ
構造物９０２が青色染料及び接着物質を含む下部色感補正層９４２及び前記下部色感補正
層９４２上に位置する下部反射防止構造物９２２を含むことができる。前記下部色感補正
層９４２の厚さは、上部色感補正層９４１の厚さと同一であってもよい。したがって、本
発明のさらに他の実施例によるディスプレイ装置では、透過率の低下なしで透明性が向上
することができる。
【００８８】
　本発明の実施例によるディスプレイ装置は、下部基板１００上に位置する下部ＡＲ構造
物９０２の構造が上部基板７００上に位置する上部ＡＲ構造物９０１と同じ形態の色感補
正層９３１、９３２、９４１、９４２を含むものとして説明される。しかし、本発明の他
の実施例によるディスプレイ装置は、上部ＡＲ構造物９０１と下部ＡＲ構造物９０２が相
異なる形態の色感補正層９３１、９３２、９４１、９４２を含むことができる。例えば、
本発明の他の実施例によるディスプレイ装置は、上部ＡＲ構造物９０１が上部接着層９１
１と上部反射防止構造物９２１の間に位置する上部色感補正層９３１を含み、下部ＡＲ構
造物９０２の下部反射防止構造物９２２が下部色感補正層９４２によって下部基板１００
に付着することができる。本発明の他の実施例によるディスプレイ装置では、工程の便宜
及び効率によって上部ＡＲ構造物９０１及び下部ＡＲ構造物９０２の構造が決定できる。
したがって、本発明の他の実施例によるディスプレイ装置では、透過領域上に積層された
絶縁膜による色感が効率的に改善することができる。
【符号の説明】
【００８９】
　１００　下部基板、２００　薄膜トランジスタ、５００　発光構造物、７００　上部基
板、９０１　上部ＡＲ構造物、９２１　上部反射防止層、９３１　上部色感補正層。
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